
 扇小だより 
      考える子  思いやりのある子  強い子 

令和７年度第 ３０号  

開校５１年目    10 月 21 日  児童数７0６名 

新たなステージへ   入間市立扇小学校  

                                          

 

 

 

多くの保護者の方に見守られ、扇っ子が躍動した運

動会になりました。最後まで温かい声援や拍手を送っ

ていただき、ありがとうございました。観覧上の混乱も

なかったと聞いています。ＰＴＡ本部の方々を中心に

した譲り合っての観覧のおかげもあり、第 51回運動会

が無事に終わりました。多くの方々に心より感謝を申

し上げます。 

見ていただいて、競技や演技の内容が昨年度までとは一新されていたことがお

分かりになったと思います。プログラムからも、それが伺えたのではないでしょう

か。タイトルにも、職員のチャレンジ精神が満載だったと思って頂けたら幸いです。 

競技  おまめ戦隊チェッコリーズ            （１年）  

おどれ☆はしれ！玉入れサンバ！         （２年） 

    オウギ☆ハリケーン～オラのパニック大作戦    （３年） 

     カリスマ やる気 ＭＡＸ～藪からスティックに棒を引け（４年） 

     ＲＯＭＡＮＣＥ ＤＯＷＮ～大綱引き時代の幕開け  （５、６年） 

  演技    こどももおとなも みんなでおどれ！扇パーリナイ！！    （低学年） 

     舞え！七色に輝く小さな漁師たち～全力でキレッキレに進化せよ！（中学年）       

    個性～Ｔhe colors in the dark～            （高学年） 

 低学年の輝く笑顔の生き生きとしたダンス、中学年の迫力あふれる力強い動き、

そして高学年の個性豊かな踊りと息の合ったフラッグ、どれもすばらしかったと

思います。見ていて涙が出てくる場面もありました。演技後に退場していく子供た

ちの表情がすべてを物語っていました。「よくできた！」と。 

 例年より残暑が長引き、練習開始は遅れてい

ましたが、短い期間でよく仕上げてくれたとい

う驚きさえあります。 

 感動体験は必ずや人間を豊かに成長させて

くれます。感動こそが、すべての活動の原点で

もあり、活力の源になります。多くの感動を創

ってくれた扇っ子にも、心から感謝をしたいで

す。 

学校長 村越 新 



 

～「すぐーる」で扇っ子が報告してくれた言葉です～ 

 

「表現の競技のソーラン節、キレッキレッに踊 

れていたね。学年が上がったら次の 3 年生を 

リードしてあげてね」 

 

「５、６年生のダンスはフラッグにキレがあっ 

てかっこよかった」 

 

「緊張より、楽しそうにしていてよかった。フ   

ラッグが真剣でとってもカッコよかった」 

 

「あきらめずに最後までよくがんばりました。 

ダンスはとても上手で感動しました」 

 

「（初めて勝ったので）優勝おめでとう！」 

 

「応援している学年が、歌をうたって、盛り上げたり、先生たちが踊ったりして、 

一体感のある、とてもよい運動会だったね」 

 

「キレッキレに踊れててかっこよかったよ。お疲れー。鳥肌立ったよ」 

 

「とても良かったよ！かっこよかったよ！」 

 

「ソーラン節の最初の「かまえ！」の所が、誰よりも低くなっていて、かっこよか

ったよ」 

 

「ダンスがすごい」 

 

「ちゃんと走っていてよかったよ」 

 

「個性〜The colors in the dark〜が感動した」    

 

「とても去年より進化出来ていてすごい」 

     

 ～10月 20日到着分より～ 


